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平成２６年度事業報告および決算報告
（１）事業報告
①千葉県体育学会総会
平成２６年５月１０日（土）午後１時００分
会場 千葉大学教育学部４号館４４０９教室
１） 平成２５年度事業報告および決算報告
２） 平成２６年度事業計画案および予算案
②千葉県体育学会大会・・・・・・・・・・（18～ 24ページ）
第１回 平成２６年５月１０日（土）午後１時４０分より（千葉大学）
発表演題 ４題
第２回 平成２６年１１月２９日（土）午後１時００分より（千葉大学）
発表演題 ６題、大学院生ワークショップ
③研究助成金制度申請４件：３件採択
④千葉体育学研究第３７巻：審査中論文４件、研究助成報告３件
（２）決算報告・・・・・・・・・・（25ページ）
平成２７年度事業計画および予算案
（１）事業計画
①千葉県体育学会総会
平成２７年５月９日（土） 午後２時００分
会場 千葉大学教育学部４号館
②千葉県体育学会大会
第１回 平成２７年５月９日（土）午後２時３０分より（千葉大学）
第２回 平成２７年１１月２８日（土）（千葉大学）予定
③千葉体育学研究３７号・３８号の発刊
第３７号 平成２７年６月 発行予定
第３８号 平成２８年３月 発行予定
（２）予算案・・・・・・・・・・（26ページ）
（３）平成２５年度・２６年度 千葉県体育学会賞・奨励賞について
①平成２５年度 千葉県体育学会賞（対象者なし）・奨励賞（１名）
奨励賞 坂本拓弥先生（明星大学）
②平成２６年度 千葉県体育学会賞（対象者なし）・奨励賞（１名）
奨励賞 廣瀬恒平先生（国際武道大学）
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平成２７年度千葉県体育学会第１回理事会議題
議題１ 平成２６年度事業報告および決算報告
（１）事業報告
①千葉県体育学会総会
平成２６年５月１０日（土）午後１時００分
会場 千葉大学教育学部４号館４４０９教室
１） 平成２５年度事業報告および決算報告
２） 平成２６年度事業計画案および予算案
②千葉県体育学会大会
第１回 平成２６年５月１０日（土）午後１時４０分より（千葉大学）
発表演題 ４題
第２回 平成２６年１１月２９日（土）午後１時００分より（千葉大学）
発表演題 ６題、大学院生ワークショップ
③研究助成金制度申請４件：３件採択
④千葉体育学研究第３７巻：審査中論文４件、研究助成報告３件
（２）決算報告
議題２ 平成２７年度助成金審査および報告状況
議題３ 平成２７年度事業計画および予算案
（１）事業計画
①千葉県体育学会総会
平成２７年５月９日（土） 午後２時００分
会場 千葉大学教育学部４号館
②千葉県体育学会大会
第１回 平成２７年５月９日（土）午後２時３０分より（千葉大学）
第２回 平成２７年１１月２８日（土）予定（千葉大学）
③千葉体育学研究３７号・３８号の発刊
第３７号 平成２７年６月 発行予定
第３８号 平成２８年３月 発行予定
（２）予算案
議題４ 平成２５年度・２６年度 千葉県体育学会賞・奨励賞について
①平成２５年度 千葉県体育学会賞（対象者なし）・奨励賞（１名）
奨励賞 坂本拓弥先生（明星大学）
②平成２６年度 千葉県体育学会賞（対象者なし）・奨励賞（１名）
奨励賞 廣瀬恒平先生（国際武道大学）
議題５ 日本体育学会入会手続きおよび年会費の取り扱いに関する検討
議題６ その他
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平成２６年度第１回千葉県体育学会大会プログラム
平成２６年５月１０日（土）
総会１３時００分、学会大会１３時４０分
千葉大学教育学部４号館４４０９教室
13:00 総会
13:40 学会大会開会・会長挨拶
座長 坂本 拓弥（明星大学）
（一般研究）
13:45 １）大学生の身体活動量と環境要因について
○高橋亮輔、小山裕三、小川貫、橋口泰武、重城哲、森長正樹、服部英恵、安住
文子、沖和磨（日本大学）
14:00 ２）ラグビーにおける日本代表とウェールズ代表の防御比較‐第２報 −
○廣瀬恒平、安ヶ平浩、加部恭史、矢田勝也（国際武道大学）
14:15 ３）生涯スポーツ社会の実現に向けたスポーツ指導者の必要性に関す
る研究
○馬場宏輝（国際武道大学）
（研究助成報告）
14:30 ４）月経周期とストレッチングおよびウォーミングアップ前後の股関
節可動域の変化
○中川梓、來海郁（千葉大学大学院）、韓納松（ニッテイホールディ
ングス）、鈴木小雪（日本体育協会）、小泉佳右、吉岡伸彦、下永田
修二（千葉大学）
14:50 副会長挨拶・事務局連絡
17:00 懇親会
※発表時間１０分、質疑応答５分で行います。
※資料がある場合には、４０部印刷し、ご持参下さい。
※予鈴は、８分に１回、１０分に２回、１５分に３回なります。
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大学生の身体活動量と環境要因について
○髙橋亮輔、小山裕三、小川貫、橋口泰武、重城哲、森長正樹、服部英恵、
安住文子、沖和磨(日本大学)
身体活動量と環境要因についての研究は、成人および高齢者を対象としたものが多く、
大学生を対象に行われた研究はあまり多くない。そこで本研究は、理系学部の大学生を
対象に身体活動量と環境要因の関連性を明らかにすることを目的とした。
本研究の参加者は、保健体育（実技）を受講した某理系学部の男子大学生122名であ
る。参加者に本研究の趣旨を説明・同意の後、身体活動量（IPAQ）および環境要因（IP
AQ-E）の調査を行った。分析対象者は欠損値のない102名とし、身体活動量は先行研究
の算出方法より23Mets・時/週を超える推奨群と不足群とに分類した。身体活動量と環
境要因の関連についてロジスティック回帰分析を用いて行ったところ、本研究の参加者
において有意な関連性は認められず、別の要因が身体活動量関連している可能性が考え
られた。今後、身体活動量の推奨群と不十分群に関連する要因について調査することが
課題である。
ラグビーにおける日本代表とウェールズ代表の防御比較‐第２報−
○廣瀬恒平、安ヶ平浩、加部恭史、矢田勝也（国際武道大学）
現在ラグビーの防御において世界トップレベルと言われるウェールズ代表と、日本代
表の防御局面の比較調査を行った。その結果、ウェールズ代表の方が①前方でのタック
ル発生率が高い、②2人目のタックラーのボールヒット率が高い、③ラックに対してオ
ーバーする比率が高い、④攻撃側よりもラックに参加する人数が少ない、⑤攻撃側がラ
ックからボールを出す時間が長い、⑥攻撃側に前進させずに止める比率が高い、⑦トラ
イを奪われて防御が終了する比率が低い、という傾向が見られた。
ウェールズ代表について詳細に分析した結果、①低くタックルに入ることでタックル
成功率が増加する、②2人目のタックラーがボールにヒットすることでタックル成功率
が増加する、③タックル成功により前方でのラック発生率が増加する、④前方で発生し
たラックに対してはオーバー、後方で発生したラックに対してはジャッカルというプレ
ーを選択している、という傾向が認められた。
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生涯スポーツ社会の実現に向けたスポーツ指導者の必要性について
○馬場宏輝（国際武道大学）
文部省が発表した「スポーツ振興基本計画（2009 年）」では、スポーツ指導者が「量
的に不足している」との指摘があるが、「スポーツ基本計画（2012 年）」においては指導
者の需要が把握できていないために「量的・質的な目標が明確ではない」との指摘もあ
る。
各種の統計資料から明らかになったのは、日体協公認スポーツ指導者は週１回の運動
・スポーツ実施者や総合型クラブ等で多く実施されている「ウォーキング」「種目が限
定できない」「体操（ラジオ体操等）」に対応していない、競技人口と公認スポーツ指導
者のバランス（指導者一人あたりの競技人口）は競技・種目間によって差が大きい、競
技・種目としてのスポーツの多くは、成人の生涯スポーツではなく中学・高校の運動部
活動で実施されている、などであり、競技別指導者が大半をしめる日体協公認スポーツ
指導者が生涯スポーツ社会の実現（運動・スポーツ実施率の向上）に寄与できる可能性
は低いといえる。
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平成２６年度第２回千葉県体育学会大会プログラム
平成２６年１１月２９日（土）
学会大会１３時００分
千葉大学教育学部４号館４４０９教室
13:00 学会大会開会・会長挨拶
座長 若林 斉（千葉工業大学）
（一般研究）
13:05 １）胸椎伸展改善を目的としたエクササイズ実施後の投球時の肩関節
および胸椎運動の変化
○ 寺田健太郎・越田専太郎（了徳寺大学）
13:20 ２）アクティブリカバリーの実施タイミングと強度が 30 秒全力運動の
発揮パワーに与える影響
○ 渡邉敬介、三澤翔太、千葉隆彦（千葉大学大学院）、小泉佳右、
藤田幸雄（千葉大学）
13:35 ３）スポーツ指導者資格の活用に関する研究
○ 馬場宏輝（国際武道大学）
座長 馬場 宏輝（国際武道大学）
14:00 ４）状況判断の習熟課題―実践者にとっての「状況」の検討から―
○ 村澤知晃(千葉大学大学院)
14:15 ５）教育実習期間における実習生の教員に求められる資質・能力の変
化
○ 下永田修二（千葉大学）、菩提寺将、佐々木篤史、渡辺明日子（千葉大学教
育学部附属中学校）、七澤朱音、西野明、杉山英人、佐藤道雄、小宮山伴与
志、佐藤道雄、瀧澤文雄（千葉大学）
（実践報告）
14:30 ６）跳び箱を使った運動遊びの授業実践
○蛯原正貴（八千代市立勝田台小学校）
15:00 『大学院生ワークショップ』
座長：小泉 佳右（千葉大学）
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15:30 副会長挨拶・事務局連絡
17:00 懇親会
※発表時間１０分、質疑応答５分で行います。
※資料がある場合には、４０部印刷し、ご持参下さい。
※予鈴は、８分に１回、１０分に２回、１５分に３回なります。
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胸椎伸展改善を目的としたエクササイズ実施後の投球時の肩関節および
胸椎運動の変化
○寺田健太郎、越田専太郎（了德寺大学）
投球障害肩では肩関節最大外旋位（MER）で疼痛を訴える例が多い。そのため投球障
害予防を考える際、MER 時の肩関節複合体の動的アライメントを考慮する必要がある。
そこで本研究は、胸椎伸展可動域向上を目的としたエクササイズ前後で、投球動作時の
肩関節外旋角度、肩甲骨後傾角度、胸椎伸展角度を比較することを目的とした。対象は
野球経験を有する男子大学生（投手）1名であった。投球動作の測定には 3次元動作解析
を用い、各関節角度は Miyashita 法を用いて算出した。また対象は胸椎可動域向上を目的
に GLAB 社製リアライン・コアを装着し、エクササイズを実施した。本研究の結果、胸
椎伸展角度向上に伴う肩関節外旋角度、肩甲骨後傾角度、胸椎伸展角度の各最大値の変
化は認められなかった。しかし、後期コッキング終盤から加速期前半での肩甲骨後傾変
化量が増大し、胸椎伸展可動域改善エクササイズの実施が投球障害の予防につながる可
能性が示された。
アクティブリカバリーの実施タイミングと強度が 30 秒全力運動の発揮
パワーに与える影響
○渡邉敬介、三澤翔太、千葉隆彦（千葉大学大学院）、小泉佳右、藤田幸
雄（千葉大学）
【目的】アクティブリカバリー（Act）の実施タイミングと強度が 30 秒全力運動の発揮
パワーに与える影響を明らかにすることを目的とした。
【方法】健康な男子学生 8 名を被験者とした。予備実験として、VT に相当する運動強度
（%VT）を測定した。被験者は、5分間の w-up後、10分間のインターバル期間を挟み 30
秒間全力運動を 2 回（Ex1、Ex2）実施し、その後 10分間の安静を行った。インターバル
期間は、5分間の 50%ないし 100%VT 運動（それぞれ 50%Act、100%Act）と安静（Rest）
を組み合わせて、50%Act-Rest、Rest-50%Act、100%Act-Rest、Rest-100%Act、Rest-Rest の
いずれかを行った。発揮パワー、呼気ガスパラメータ、血中乳酸濃度、筋酸素動態の検
討を行った。
【結果】50%Act-Rest条件において、Ex2の平均パワーは Ex1と比較し有意に高値を示し、
Rest-100%Act 条件の Ex2 の平均パワーは他条件と比較し有意に低値を示した。また筋酸
素動態は Ex2開始 5秒時において、Rest-50%Act 、Rest-100%Actは他条件と比較し有意に
低値を示した。
【考察】50%VT 強度は Act の至適強度であり、その後の安静との併用をすることで PCr
の再合成が促進されると考えられる。
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スポーツ指導者資格の活用に関する研究～公認水泳指導員を対象に～
○馬場宏輝(国際武道大学)
公認スポーツ指導者研究として、日本体育協会は 2008 年に実施した「公認スポーツ指
導者の実態調査」を発表している。そこで、公認スポーツ指導者の活動は競技種目や資
格によってどのような違いがあるのか、特定競技種目の有資格者にはどのような特徴が
あるのかを明らかにするために、千葉県内の公認水泳指導員（約 400 名）を対象にアン
ケート調査を行った。有資格者の 61％が女性で、50代と 60代で全体の 48％を占めてい
た。職業では主婦が 37 ％と最も多く、主婦の中では 60 代が最も多かった。活動状況と
して直接的な指導をしている指導者が 49 ％で 15 年以上活動している指導者が 40 ％であ
ったが、現在の活動としては、指導していない指導者が 40％で、「仕事・家事が忙しい、
機会が見つからない」という理由が上位を占めた。資格が役立つ点としては、「指導機会
を与えられる、指導に自信が持てるようになる」と先行研究と同様の結果が得られた。
状況判断の習熟課題―実践者にとっての「状況」の検討から―
○村澤知晃（千葉大学大学院）
本発表の目的は以下の通りである。１）スポーツの実践場面における「状況」を実践
者の視点から捉え直し、実践者にとっての「状況」とは何かを明らかにすること。それに
よって、２）状況判断の習熟に関わる研究課題を明確にすること、の２点である。
このことを明らかにするために、本発表では、「状況」を構成する①身体環境、②他者、
③ゲームの文脈の３点と実践者との関係についての検討から、さらに、実践者とゲーム全
体の「状況」との関係について考察を行った。これにより、「状況」は実践者それぞれに
とって個別的かつ相互的なものであり、他者やゲームの文脈を含めたゲーム全体の状況と
複合的な「かかわり」構造をしていることが明らかとなった。また、状況判断の習熟にお
いては、知識・理解による限界が示された。
以上により、適確な状況判断のための実践的な「知」を実践者はどのように獲得してい
くのかという点が状況判断の習熟に関わる研究課題として示した。
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教育実習期間における実習生の教員に求められる資質・能力の変化
○下永田修二（千葉大学）、菩提寺将、佐々木篤史、渡辺明日子（千葉大学
教育学部附属中学校）、七澤朱音、西野明、杉山英人、小宮山伴与志、佐
藤道雄、瀧澤文雄（千葉大学）
教育実習は、教員養成段階において教員の資質能力の形成に大きく寄与する重要な時期
である。そこで、本研究では、教育実習中に教員に求められる資質能力をどの程度身につ
けられるかを検討するために、実習生の自己評価のみではなく、実習担当教員の評価も実
施し、教育実習期間における保健体育科教育実習生の教員に求められる資質能力の変化に
ついて検討を行った。その結果、教育実習生は実習期間を通して、教員として求められて
いる資質能力を全般的に高めていた。特に、実習生は生徒理解に関する項目で教員よりも
高い評価を示す傾向がみられた。また、実習生の自己評価は、教科の指導力に関する項目
で大きく向上し、実習指導教員の評価では、使命感や責任感、教育的愛情に関する項目で
大きな向上を示す傾向がみられた。
跳び箱を使った運動遊びの授業実践
○蛯原正貴(八千代市立勝田台小学校)
小学校学習指導要領解説体育編（文部科学省，2008）における低学年の目標には，楽しく運動に
親しむことと，各種の基本的な動きを身に付けることが掲げられている。しかしながら，近年，小
学生の体力低下に伴い，楽しく運動に親しむことよりも，技能向上を目的とすることに特化した授
業が行われがちである。
そこで，跳び箱運動を題材として，様々な遊びの場（ランド）を設定し，遊びの中から技能の向
上や規律の学習を目指した授業実践を行った。対象者は，Ｋ小学校の２年生，３１名とした。授業
は屋外で行い，学習の場を６つ設定した。単元の学習前と学習後に技能テストを行い，技能の習得
率を検討するとともに，各授業後は振り返りカードによる振り返りを行った。
実践の結果，技能テストを行った３つの課題のうち，２つの課題において技能習得者数が増え，
授業後の感想を見る限りでは，跳び箱遊びを忌避する児童はいなかったと推察された。
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摘要 予算案 Ｈ26実績 差額
1.会費　200人 （２０６人）
(2,500円×210人) ¥525,000 ¥515,000 10,000
2.入会金 5人 (１１人)
(500円×10人) ¥5,000 ¥5,500 ▲ 500
3.利子
（京葉銀行） ¥100 ¥106 ▲ 6
4.雑収入
（本部補助金、別刷り超過頁代他） ¥59,100 ¥59,100 0
5.その他
（特別印刷・広告掲載費他） ¥0 ¥0 0
小計
¥589,200 ¥579,706 9,494
6.繰越金
（H26年度） ¥1,989,188 ¥2,174,846 ▲ 185,658
合計
¥2,578,388 ¥2,754,552 176,164
1.会場費（2000×2回）
（発表会・会議等） ¥4,000 ¥0 ▲ 4,000
2.通信費
（切手・はがき） ¥180,000 ¥149,231 ▲ 30,769
3.旅費
（理事会等） ¥30,000 ¥34,490 4,490
4.印刷費
（第37・38号） ¥400,000 ¥184,572 ▲ 215,428
5.編集・査読
（第37・38号） ¥20,000 ¥16,000 ▲ 4,000
6.会議費
（理事会・編集委員会等） ¥40,000 ¥34,890 ▲ 5,110
7.事務局費
（消耗品・HP契約費等） ¥100,000 ¥122,181 22,181
8.謝金
（講師・アルバイト等） ¥150,000 ¥74,000 ▲ 76,000
9.研究プロジェクト費等
（助成金および学会賞） ¥200,000 ¥150,000 ▲ 50,000
小計
（予備費を除く） ¥1,124,000 ¥765,364 ▲ 358,636
10.予備費
（繰越金） ¥1,454,388 ¥1,989,188 ▲ 534,800
合計
（予備費を含む） ¥2,578,388 ¥2,754,552 ▲ 176,164
平成27年度
収
入
の
部
支
出
の
部
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